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織
し
て
い
る
千
葉
県
Ｊ
Ｒ
線
複

線
化
等
促
進
期
成
同
盟
に
お
い

て
、
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て

Ｊ
Ｒ
千
葉
支
社
に
複
線
化
の
要

望
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

最
終
的
な
目
標
は
、
複
線
化
で

あ
る
こ
と
に
何
ら
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
現
実
論
と
し
て

は
、
ま
ず
は
１
編
成
当
た
り
の

車
両
数
の
増
や
運
転
本
数
の
増

な
ど
を
図
る
要
望
活
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
得
策
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業

問

公
共
下
水
道
の
整
備
状
況

と
今
後
の
計
画
や
事
業
範
囲
の

拡
大
は
ど
う
か
。

市
長

本
市
の
公
共
下
水
道
に

お
け
る
汚
水
整
備
状
況
は
、
平

成
17
年
度
末
現
在
、
管
渠
延
長

95
・
５
㎞
、
整
備
面
積
４
０
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
ま
た
人

口
普
及
率
は
24
％
、
水
洗
化
率

は
、
94
・
９
％
で
す
。

整
備
率
は
、
八
街
駅
・
榎
戸

駅
周
辺
の
用
途
が
定
め
ら
れ
て

い
る
地
域
で
あ
る
都
市
計
画
決

定
区
域
５
９
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

は
、
68
・
７
％
、
２
つ
の
用
途

地
域
を
結
ぶ
地
域
及
び
そ
の
周

辺
を
含
む
全
体
計
画
区
域
１
千

30
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
で
、
39
・

６
％
で
す
。

ま
た
、
本
市
の
下
水
道
は
、

流
域
関
連
公
共
下
水
道
な
の

で
、
事
業
範
囲
の
拡
大
は
、
汚

水
処
理
能
力
の
関
係
等
か
ら
県

主
導
に
な
り
ま
す
。

問

事
業
計
画
区
域
外
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
農
村
集
落

排
水
整
備
等
の
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

市
長

農
業
集
落
排
水
事
業
の

整
備
、
維
持
管
理
に
は
多
大
な

公
共
投
資
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
の
汚
水
処
理
は
、

経
済
的
、
効
果
的
な
観
点
か
ら

費
用
対
効
果
の
点
で
す
ぐ
れ
て

い
る
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
促
進
を
基
本
と
し
つ
つ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
応
じ

た
整
備
手
法
を
選
定
し
、
清
潔

で
快
適
な
環
境
の
整
備
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
生
活
道
路
の
整
備

問

市
道
１
１
１
号
線
、
川
上

幼
稚
園
か
ら
夕
日
丘
地
先
ま
で
。

市
長

市
道
１
１
１
号
線
の
整

備
は
、
道
路
の
拡
幅
が
必
要
不

可
欠
で
す
が
、
整
備
に
多
額
の

費
用
を
要
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、
現
在
の
財
政
状
況
を

勘
案
す
る
と
、
早
期
の
事
業
着

手
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
整

備
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問

市
道
１
１
２
号
線
、
川
上

農
協
か
ら
勢
田
入
り
口
の
信
号

機
ま
で
。

市
長

県
道
千
葉
八
街
横
芝
線

と
県
道
千
葉
川
上
八
街
線
を
結

ぶ
補
助
幹
線
的
な
道
路
で
あ
り
、

経
年
変
化
に
よ
る
舗
装
面
の
劣

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
通
行
す
る
車
両
の
ほ

と
ん
ど
が
、
普
通
自
動
車
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
道
路
の

維
持
補
修
で
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

市
道
１
１
４
号
線
、
吉
倉

ス
リ
ー
エ
フ
か
ら
四
木
一
休
さ

ん
ま
で
。

市
長

市
の
財
政
状
況
を
勘
案

す
る
と
、
現
在
進
め
て
い
る
市

道
文
違
１
号
線
の
道
路
改
良
事

業
の
完
了
後
に
事
業
着
手
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
教
育
問
題

問

青
少
年
教
育
は
、
三
位
一

体
教
育（
家
庭
・
地
域
・
学
校
）

の
連
携
で
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。
八
街
市
で
は
、

幼
小
中
高
連
携
教
育

の
柱
と
し
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
が
、
そ

の
後
の
連
携
教
育
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
長

連
携
教
育

の
中
で
、
例
え
ば
学

校
で
共
通
に
定
め
た

目
標
を
家
庭
に
も
お

知
ら
せ
し
、
家
庭
で

も
実
践
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、

外
泊
さ
せ
な
い
・
深

夜
に
外
出
さ
せ
な
い
・
安
易
に

妥
協
し
な
い
と
い
う
「
三
な
い

運
動
」
を
展
開
し
、
協
力
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に

も
、家
庭
・
地
域
の
方
々
か
ら
、

積
極
的
に
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
よ
り
密
接
な
連
携
が
図
れ

る
よ
う
に
今
後
も
学
校
教
育
に

つ
い
て
の
ご
理
解
を
得
て
、
家

庭
や
地
域
の
ご
協
力
が
い
た
だ

け
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

問

行
政
が
地
域
を
巻
き
込
ん

だ
三
者
連
携
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
長

青
少
年
の
教
育
を
充

実
さ
せ
る
上
で
、
家
庭
や
地
域

の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
、
社
会
教
育
の
観
点
か
ら

「
家
庭
教
育
学
級
」「
子
ど
も
１

１
０
番
」「
通
学
合
宿
」
の
３
事

業
を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
一
層
充
実
さ
せ
、
家
庭
・

地
域
・
学
校
・
行
政
が
連
携
し

て
、
青
少
年
の
教
育
を
推
進
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

国
は
、
「
早
寝
・
早
起

き
・
朝
ご
は
ん
」
を
国
民
的
運

動
と
し
て
い
る
が
、
本
市
は
こ

れ
を
ど
う
受
け
止
め
、
ど
の
よ

う
に
運
動
を
展
開
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

教
育
長

本
市
で
も
、
子
ど
も

た
ち
の
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を

地
域
全
体
で
は
ぐ
く
め
る
社
会

作
り
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
お
互
い
に
連
携
を

取
り
合
い
、
し
っ
か
り
朝
ご
は

ん
、
早
目
の
就
寝
な
ど
に
よ
る

心
と
体
の
安
定
作
り
の
た
め
の

取
り
組
み
を
奨
励
・
推
進
し
て

い
ま
す
。

問

私
立
幼
稚
園
の
単
独
補
助

事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
長

１
学
級
当
た
り
10
万

円
と
園
児
１
人
当
た
り
２
千
４

０
０
円
で
、
昨
年
度
は
総
額
３

６
０
万
８
０
０
円
を
補
助
し
て

お
り
、
今
年
度
は
総
額
３
５
８

万
３
千
円
を
補
助
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

問

給
食
費
の
滞
納
状
況
と
市

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

平
成
17
年
度
分
の
給

食
費
の
未
納
額
は
、
１
千
１
３

９
万
１
千
８
２
０
円
で
、
未
納

率
は
２
・
94
％
で
し
た
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
未

納
額
は
70
万
６
千
９
８
４
円
減

り
、
率
に
し
て
０
・
24
％
の
減

で
、
わ
ず
か
で
す
が
納
入
率
は

向
上
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

給
食
費
の
納
入
に
つ
い
て
、
再

三
、催
促
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

納
入
の
意
思
を
示
さ
な
い
保
護

�
市
道
１
１
２
号
線
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